








他, 2013）や介護士（e.g., 西村・村上・櫻井, 2015）、保育士や幼稚園教諭といった保育者（e.g., 
秋政・中山・伊藤, 2009; 藤村, 2010; 三木 , 2015）など主に対人援助職を中心とした職業場面に
おいても必要な資質と見なされている。
　保育に関していえば、2017 年 3 月に改正が告示され 2018 年度より適用された保育所保育指



























































































測定する尺度であり、Zapf, Vogt, Seifert, Mertini, & Isic（1999）による Frankfurt Emotion Work 
Scales（FEWS）である。本研究では、感情の不協和ではなく、実習中にどれくらい演技をし
ていたか（についての自己認識）を把握するために、表層演技と深層演技の頻度を測定可能な






　東海地方の 4 年制の保育者養成課程に在籍する 3 年次女子大学生を対象に、縦断的に質問紙
調査を実施した。対象学生はその教育課程の中で保育の講義や実技を履修するほか、1 年次前
期に 1、2 回の幼稚園・保育所訪問を、2 年次 6 月に初めての保育所実習を、夏休み以降に 2
週間の施設実習を経験している。そして、3 年次には、複数の演習で共感や共生などについて
学ぶ機会をもち、保育所・幼稚園実習に 3 回（計 6 週間）赴くことがそのカリキュラムの中に
組み込まれていた。
　調査実施時期は、第一回調査が前期（2010 年 5 月 , 88 名）、第二回調査が後期（2011 年 1 月、
82 名）であり、両調査に回答した者は 80 名であった。第一回調査と第二回調査の間の 9 月～
11 月にかけて幼稚園実習（3 週間）および 2 回目の保育所実習（2 週間）が行われた（図 1）。
　なお、本研究で分析対象としたのは、直近の保育所または幼稚園実習期間中の感情労働に関
する質問（後述）において、保育者としての人との接触時間が 5 時間未満と回答した 2 名を除い





Empathy Scale: MES）を用いた。他者指向的反応（5 項目）、自己指向的反応（4 項目）、被影
響性（5 項目）、視点取得（5 項目）、想像性（5 項目）の 5 下位尺度からなる。回答は、1=「全
くあてはまらない」から 5=「とてもよくあてはまる」の 5 件法で求めた。
　第一回・第二回の両調査に含まれていたが、本研究の分析には第一回調査のデータのみを用
いた。なお、各下位尺度について 2 回の調査間の相関係数は、.62～.76 であった。
　②感情労働尺度：Brotheridge & Lee（2003）による Emotional Labour Scale（ELS）を邦訳
して用いた4。感情表出の頻度（3 項目）、強度（2 項目）、種類（3 項目）、表層演技（3 項目）、


















　実習中 1 日あたりの保育者としての人との接触時間についての回答を集計したものを表 2 に
示す。7 時間以上が大半で、87.5％であった。5 時間以上と回答したものも含めると、97.5％を
占めた。このうち、9 時間以上 10 時間未満の者が約半数を占めていたことから、これらの学
生は、実習中に、子どもや保護者とやりとりした時間に加えて、実習先のスタッフとのやりと






















引き続き分析に加えた。各下位尺度の平均値および標準偏差、α 係数を表 4 に示す。
表3.　感情労働尺度の各項目についての記述統計量
No. 項目 N M SD Min Max 歪度 尖度
【頻度】
 1 仕事で必要とされる特有の感情を示す。 78 3.35 0.82 2 5 .29 -.31
 4 仕事の一部として必要とされる感情を装う。 78 3.28 0.80 1 5 -.41 .56
 6 仕事で求められる特定の感情を表す。 77 3.27 0.66 2 5 -.08 -.32
【強度】
 2 強い感情を示す。 77 2.66 0.75 1 4 .28 -.60
 8 激しい感情を表す。 78 1.87 0.61 1 4 .42 1.20
【種類】
 5 色々な種類の感情を示す。 78 3.40 0.78 2 5 .01 -.37
10 色々な感情を表わす。 78 3.35 0.77 2 5 .19 -.23
12 他の人とのやり取りの中で色々な感情を示す。 78 3.35 0.74 2 5 -.05 -.34
【表層演技】
 7 ある場面や状況についての本当の感情を隠す。 78 3.35 0.72 2 5 -.20 -.43
11 本当の感情を表わさないようにする。 78 2.97 0.87 1 5 .42 -.15
13 実際には感じていない感情を感じているふりをする。 78 2.94 0.86 1 5 -.25 -.21
【深層演技】
 3 他の人に見せるべき感情を実際に感じるように努める。 78 3.09 0.74 1 5 -.34 .62
 9 仕事の一部として示さなくてはならない感情を実際
に感じようとする。
78 3.05 0.74 1 4 -.68 .76












相関係数を、それぞれ付表 1、付表 2 に示した。後者については、MES 自己指向的反応との
正の関連がみられた頻度、表層演技、深層演技の間で、r=.40～.51 の正の関連がみられた。
表4.　多次元共感性と実習中の感情労働に関する平均 (SD) ・ 相関係数
【感情労働】（各3項目） 頻度 種類 表層演技 深層演技
M 9.24 10.05 9.26 8.92
(SD) (1.41) (1.84) (1.87) (1.66)
【多次元共感性】 M (SD) α .62 .73 .63 .57
他者指向的反応（5項目） 19.91 (2.47) .68 .08 .31＊＊ .05 -.05
自己指向的反応（4項目） 14.17 (2.76) .76 .26＊ -.03 .33＊＊ .38＊＊＊
被影響性（5項目） 17.12 (3.55) .79 .05 -.12 .10 -.02
視点取得（5項目） 17.49 (2.51) .57 .06 .07 -.04 -.07




MES 他者指向的反応の標準偏回帰係数のみが有意となり、正の値を示した（β=.31, p<.01; 
R2=.10, p<.01）。また、頻度（β=.26, p<.05; R2=.07, p<.05）、表層演技（β=.33, p<.01; R2=.11, 
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補遺
付表1.　多次元共感性の下位尺度間相関
自己指向的反応 被影響性 視点取得 想像性
他者指向的反応 -.18 .25* .54*** .41***
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The relationship between empathy of students in a childcare training 
course and emotional labor in their internship at preschool
Kazuyo KINO
Chiharu UCHIDA
The purpose of this study was to explore the relationship of empathy of students in a childcare 
training course and emotional labor in their internship at preschool.  Eighty female undergraduates 
in the kindergarten and nursery-school teacher education course filled in a self-report questionnaire 
twice, before and after their childcare training at preschools.  The first questionnaire was the Multi-
dimensional Empathy Scale (MES), and the second one was the Emotional Labour Scale (ELS).  The 
MES consisted of five subscales: other-oriented emotional reactivity (OR), self-oriented emotional 
reactivity (SR), emotional susceptibility (ES), perspective taking (PT), and fantasy (FA).  The ELS 
consisted of six subscales: surface acting, deep acting, frequency, intensity, variety, and duration. 
Correlation and multiple regression analyses revealed that OR was positively related to variety in 
ELS.  On the other hand, SR was positively related to surface acting, deep acting, and frequency in 
ELS.  These results will contribute to future research on compassion fatigue and well-being of kin-
dergarten and nursery school teachers.

